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■公共交通機関をご利用の場合
●名古屋駅より
【 市 バ ス 】
【名鉄バス】
【　J　R　】 
【地下鉄】

【なごや観光ルートバス「メーグル」】
●栄より
【 市 バ ス 】

交 通 案 内

■休館日／月曜日（祝日のときは直後の平日）
 12月14日（月）～1月4日（月）特別整理、年末年始休館　但し12月26日（土）・27日（日）エントランス・閲覧室開室
■展示室／有料　一般：1200円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　12時45分～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。

ご 利 用 案 内

「蓬左」第７９号　☆平成２１年９月３０日発行　☆編集・発行：名古屋市蓬左文庫　☆無料　☆不定期刊行　☆印刷：菱源（株）
※古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

名古屋駅バスターミナル（テルミナ２F）グリーンホーム７番のりば基幹２号系統、「徳川園新出来」下車徒歩３分
名鉄バスセンター（メルサ３F）４番のりば基幹バス「引山」方面行「徳川園新出来」下車徒歩３分
JR中央本線、「大曽根」下車南出口より徒歩10分
東山線「藤が丘」方面行、「栄」で名城線「右回り」に乗り換え「大曽根」下車３番出口より徒
歩15分　桜通線「野並」方面行、「車道」下車①番出口より徒歩15分
 名古屋駅バスターミナル（テルミナ2F）発着で平日１時間に１本、土・日・休日は30分に1本運行

栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分

ホームページ　http://housa.city.nagoya.jp/〈蔵書検索もできます。〉

■お車をご利用の場合
蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分　120円）をご利用下さい。

表紙：原城陣図（はらじょうじんず）

原城陣図　江戸時代写　189.5×187㎝
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次回展示 会期：平成 21年 11 月18 日（水）〜 12 月13 日（日）

展
示
室
１　

　

財
産
で
も
あ
る
美
術
品
の
多
く
に
は
、価
値
を
保

証
す
る
鑑
定
書
が
附
属
し
て
い
ま
す
。
大
名
道
具
に

含
ま
れ
る
品
々
に
も
、必
要
に
応
じ
て
作
ら
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
形
式
の
鑑
定
書
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
別
す
る
と
、重
要
な
儀
礼
の
一
つ
で
あ
っ
た
贈
答

に
際
し
て
調
え
ら
れ
た
も
の
、作
者
や
産
地
を
特
定

し
た
も
の
、茶
人
が
自
ら
の
感
性
で
選
ん
だ
品
に
そ

の
旨
を
書
き
付
け
た
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
鑑
定
は
、刀
剣
に
つ
い
て
は
本
阿
弥
家
、

目
貫
・
笄
・
小
刀
柄
な
ど
の
装
剣
具
は
後
藤
家
が
独

占
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鑑
定
書
に
は
作

者
名
や
寸
法
・
彫
物
な
ど
の
ほ
か
金
銭
的
な
価
値
を

記
載
す
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
奉
書
紙
を
中
央
で
横

目
利
き
と
鑑
定

に
折
っ
て
文
言
を
認
め
ま
す
の
で
折お

り

紙が
み

と
称
さ
れ
ま

す
。価
値
あ
る
物
を「
折お

り
が
み
つ
き

紙
付
」と
称
す
る
由
縁
で
す
。

絵
画
は
狩
野
家
や
住
吉
家
、書
跡
は
古
筆
家
の
鑑
定

が
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
茶
器
は
収
納
す
る
箱
に

鑑
定
結
果
を
書
き
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

尾
張
徳
川
家
の
伝
世
品
か
ら
、江
戸
時
代
の
鑑
定

書
の
種
類
や
性
格
、鑑
定
に
あ
た
っ
た
人
々
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

短刀　金
きん

象
ぞう

嵌
がん

銘
めい

 貞
さだ

宗
むね

スリ上 
本
ほん

阿
あ

（花押）　
鎌倉−南北朝時代　14 世紀

（徳川美術館蔵）

茎
なかご

の表裏に「貞宗スリ上」「本
阿（花押）」と金象嵌された銘
があります。本阿弥光徳が貞
宗と極めたことが知られま
す。

折
おり

紙
がみ

　短刀　名物　戸
と

川
がわ

志
し

津
づ

　（徳川美術館蔵）

寛永 20 年（1643）に本阿弥光温が発行した折
紙です。正宗十哲の一人、美濃国の刀工・志津
三郎兼氏の作と極め、代金は大判 130 枚（小
判 1,300 両）としています。

高
たか

取
とり

茶
ちゃ

入
いれ

　銘　養
よう

老
ろう

　（徳川美術館蔵）

尾張徳川家十二代斉荘が道具整理を行い、裏千家十一世
玄々斎宗室に鑑定させて、従来「漢物　大肩衝」として中国
製と認識されてきた茶入を日本製の高取焼と極めました。
箱も新たに作り、書き付けを宗室が行いました。
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旅
行
誌
に
歴
史
が
溢
れ
て
い
る
よ
う
に
、今
日
、私

た
ち
が
歴
史
に
関
す
る
記
述
を
目
に
す
る
こ
と
は
案

外
と
多
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、私
た
ち
は
、学
校
で

習
っ
た〈
歴
史
〉だ
け
で
は
な
く
、様
々
な
媒
体
を
通

じ
て
日
本
の〈
歴
史
〉を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。

　
〈
歴
史
〉が
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
端
緒
は
江
戸
時
代
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
幕

府
や
藩
に
よ
っ
て
江
戸
前
期
か
ら
歴
史
を
記
録
す
る

施
策
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
出
版
の
盛
況
に
よ
っ

て
人
々
が
書
物
に
触
れ
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。
特

に
一
八
世
紀
以
降
に
は
社
会
の
多
様
な
階
層
が〈
歴

史
〉へ
の
関
心
を
深
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

本
展
で
は
、〈
歴
史
〉書
を
紹
介
し
な
が
ら
、ま
た
、

〈
歴
史
〉の
創
ら
れ
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
ま
す
。

江
戸
の
歴
史
書 

―
尾
張
藩
社
会
と
秀
吉
―

豊
臣
政
権
を
超
克
す
る
こ
と
で
成
立
し
た

徳
川
の
時
代
に
、豊
臣
秀
吉
は
ど
の
よ
う

に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
秀

吉
誕
生
の
地
で
あ
る
尾
張
で
は
、秀
吉
観

に
特
異
性
は
み
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
御
年
譜
」や「
張
州
雑
志
」、「
尾
張
名
所

図
会
」と
い
っ
た
尾
張
地
域
の〈
歴
史
〉書
、

幕
府
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た「
本
朝
通
鑑
」、

戦
国
末
期
を
生
き
た
大
久
保
忠
教
の
記
録

「
三
河
物
語
」な
ど
、様
々
な〈
歴
史
〉書
に

み
ら
れ
る
秀
吉
評
を
比
較
し
な
が
ら
紹
介

し
ま
す
。

展
示
室
２　

尾
お わ り

張名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

　前編　巻 4　
天保 15 年（1844）刊

天下草創の五君（源頼朝、足利尊氏、織田
信長、豊臣秀吉、徳川家康）のうち、三人

（頼朝、信長、秀吉）が尾張国に出自をもつ
として、「当国の眉目」とされています。

張
ちょうしゅう

州雑
ざっ

志
し

　巻 83　内藤東甫編　江戸時代中期　写

妙興寺（現一宮市）の宝物の一つとして紹介されて
いる「太閤画像」です。同画像は現在も妙興寺に伝わ
っています。

絵
え

本
ほん

豊
とよ

臣
とみ

勲
くん

功
こう

記
き

　
安政 4 年（1857）〜明治 17 年（1884）刊

張
ちょうしゅう

州府
ふ

志
し

　松平君山等編　江戸時代中期　写

秀吉と家康が争った長久手合戦の古戦場では、
江戸時代中期から史跡調査が行われていました。
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会期：平成 21 年 10 月 7 日（水）〜 11 月15 日（日）

展
示
室
１
・
２　

徳
川
美
術
館
（
徳
川
美
術
館
で
は
10
月
10
日（
土
）よ
り
開
催
）

　

戦
国
時
代
に
は
、天
下
取
り
を
め
ざ
し
て
、壮
絶
な
戦

い
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
多
く
の
武
将
た
ち
が
い
ま
し
た
。
敗

北
は
死
を
意
味
す
る
、極
限
の
状
態
を
生
き
抜
い
て
き
た

武
将
た
ち
の
力
強
い
生
き
ざ
ま
は
、現
代
の
私
た
ち
を
魅

了
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

武
将
た
ち
は
、戦
国
時
代
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い

る
、彼
ら
が
身
に
着
け
た
当
世
具
足
や
変
わ
り
兜
・
陣
羽

織
な
ど
は
、彼
ら
の
自
由
濶
逹
で
豪
胆
な
気
風
を
反
映

し
、大
胆
な
色
目
や
奇
抜
な
デ
ザ
イ
ン
が
採
り
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、こ
の
時
代
に
東
南
ア
ジ
ア
を
通
じ
て
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
た
西
洋
の
文
物
は
、新
し
物
好
き
の
武

将
に
よ
っ
て
採
り
入
れ
ら
れ
、人
々
の
風
俗
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
戦
国
時
代
に
華
麗
な
展
開

を
見
せ
た
武
将
の
服
飾
は
、江
戸
時
代
の
各
大
名
家
に
お

い
て
先
祖
の
武
功
の
あ
か
し
と
し
て
重
要
視
さ
れ
、大
事
に
受
け
継
が
れ
ま
し

た
。
武
将
の
姿
は
肖
像
画
や
風
俗
画
に
描
か
れ
、武
家
社
会
に
お
け
る
服
飾
の

あ
り
よ
う
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、武
将
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
、戦
国
時
代
に
華
開
い

た
多
彩
な
デ
ザ
イ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
展
覧
会
で
は
、全
国
の
社
寺
や
個
人
の
御
所
蔵
家
、公
私
の
諸
機

関
よ
り
貴
重
な
作
品
を
拝
借
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。ど
う
ぞ
ご
期
待
下
さ
い
。

秋
季
特
別
展

戦
国
ふ
ぁ
っ
し
ょ
ん—

武
将
の
美
学—

重要文化財　丁
ちょうじ

子文
もん

辻
つじ

ヶ
が

花
はな

染
ぞめ

胴
どう

服
ふく

徳川家康より安原伝兵衛拝領（島根・清水寺蔵） 
 
徳川家康が慶長 8 年（1603）に、石見銀山の鉱
山師・安原伝兵衛に下賜した胴服。山形に区
画した地色を紅と黄の二色に染め分け、大柄
な丁子文様と小柄な丸文・亀甲文を段変わり
に配した、大らかで華やかな意匠を示してい
ます。展示期間：10/10 ㈯〜 25 ㈰

重要文化財　紺
こん

・紅
べに

羅
ら

紗
しゃ

地
じ

袖
そでがわり

替陣
じん

羽
ば

織
おり

　
上杉謙信所用 （山形・上杉神社蔵）

上杉謙信着用の陣羽織。南蛮貿易で日本にもたらさ
れた、貴重な羅紗が用いられています。袖の緋色と身
頃の紺色の対比が美しく鮮やかです。雨風をしのぐ
役割と見た目の美しさを兼ね備えた一領です。
展示期間：10/10 ㈯〜 25 ㈰
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徳
川
美
術
館
で
の
、国
宝「
源
氏
物
語
絵
巻
」特
別

公
開
に
あ
わ
せ
て
、11
月
18
日
〜
12
月
13
日
の
期
間

に
は
、「
平
成
復
元
模
写
」を
含
む
、各
時
代
に
製
作
さ

れ
た
模
写
の
数
々
を
特
集
展
示
し
ま
す
。（
国
宝「
源

氏
物
語
絵
巻
」は
、11
月
21
日
〜
29
日
に
徳
川
美
術
館

常
設
展
示
室
に
て
公
開
。）

　

源
氏
物
語
の
世
界

重要文化財　銀
ぎん

伊
い

予
よ

札
ざね

白
しろ

糸
いと

威
おどし

胴
どう

丸
まる

具
ぐ

足
そく

豊臣秀吉より伊達政宗拝領  （仙台市博物館蔵）
 
天正 18 年（1590）、豊臣秀吉が小田原合戦ののち宇都
宮で伊達政宗の出迎えを受けた際、政宗に下賜した甲
冑。熊毛を植えた兜の前後に軍配二枚を立てた奇抜な
姿が目をひく、秀吉好みの華やかな甲冑です。

重要文化財　織田信長像  
狩野元秀筆　（豊田・長興寺蔵）
 
天正 10 年（1582）に本能寺で自刄した織田信長
の一周忌にあたり、家臣の余語正勝が描かせた
信長の肖像画。萌黄地の肩衣と長袴の下には白
綾の小袖を着重ねています。教科書や書籍で紹
介される最も有名な肖像画です。
展示期間：10/31 ㈯〜 11/6 ㈮

写真：田中親美模写「源氏物語絵巻」（昭和 10 年）
古筆研究家としても知られた田中親美（1875 〜 1975）氏によって製作
された、尾張徳川家伝来の国宝「源氏物語絵巻」の模写。料紙の大きさ
や装飾、継目まで原本と同様に作り、書風も忠実に写されています。
田中親美氏は、この「源氏物語絵巻」のほか、「平家納経」や「本願寺本
三十六人家集」などの模写も手がけました。
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時
代
を
経
た「
古
き
も
の
」に
言
い
よ
う
の
な
い
愛

情
を
感
じ
、集
め
楽
し
む
人
々
は
、い
つ
の
世
に
も
い
ま

す
。
な
か
で
も
江
戸
時
代
の
中
・
後
期
は
、「
好
古
家
」

と
呼
ば
れ
る
人
々
が
数
多
く
現
れ
た
注
目
す
べ
き
時
代

で
し
た
。
そ
の
蒐
集
対
象
は
広
く
、書
画
や
典
籍
、美
術

工
芸
品
だ
け
で
な
く
、石
や
瓦
の
か
け
ら
に
も
お
よ
び
、

鑑
賞
会
を
開
い
て
情
報
交
換
を
し
、さ
ら
に
そ
の
成
果

は
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、復
古
的
な

関
心
の
高
ま
り
か
ら「
古
」に
理
想
を
も
と
め
、「
古
き

も
の
」を
模
写
・
模
倣
し
て
当
時
の
文
物
に
取
り
入
れ

よ
う
と
す
る
試
み
も
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
張
徳
川
家
で
は
、藩
祖
の
義
直
以
来
、歴
代
の
藩

主
や
そ
の
夫
人
・
家
族
が
用
い
た
品
々
を
厳
格
に
管
理

保
存
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、現
在
の
徳

川
美
術
館
・
蓬
左
文
庫
の
展
示
で
保
存
状
態
の
良
好
な

品
々
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
管
理
収
蔵
に
重

　

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
古
い
文
字
を
集
め
た
藤
貞
幹

（
一
七
三
二
〜
九
七
）、全
国
の
古
書
画
・
古
器
物
を
調
査

さ
せ『
集
古
十
種
』を
編
纂
し
た
松
平
定
信（
一
七
五
八

〜
一
八
二
九
）、そ
し
て
こ
の
尾
張
の
地
に
も
尾
張
徳
川

家
九
代
宗
睦
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
好
古
趣
味
を
も
っ

た
人
々
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
古
き
も
の
」に
魅
了
さ
れ
た
人
々
と
、彼
ら
が
遺
し

た
偉
大
な
る
業
績
の
数
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　

寛
永
一
四
年（
一
六
三
七
）か
ら
同
一
五
年
に
か
け

て
、島
原
半
島
の
一
角
で
お
こ
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
信
者

や
住
民
た
ち
の
一
揆
が
島
原
の
乱
で
す
。
一
揆
で
は
、

原
城
に
籠
城
し
た
人
々
、幕
府
側
で
も
上
使
板
倉
重
昌

が
戦
死
す
る
な
ど
、多
く
の
死
者
や
負
傷
者
を
出
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
天
草
地
方
で
起
き
た
一
揆
軍
と
幕
府
軍
の
戦
い

を
伝
え
る
絵
図
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
絵
図
か
ら
は
、

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
戦
い
の
様
子
の
一
端
が
窺
え

ま
す
。
表
紙
と
Ｐ.

８
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

平
成
22
年
1
月
5
日（
火
）〜
2
月
14
日（
日
）

平
成
22
年
2
月
17
日（
水
）〜
４
月
４
日（
日
）

江
戸
の
好
古
趣
味

島
原
の
乱　

―
そ
の
攻
略
と
陣
形
―　

展
示
室
１

展
示
室
１

展
示
室
２

尾
張
徳
川
家
の
宝
物
目
録

―
蔵
帳
に
し
る
さ
れ
た
品
々
―

興
こう

福
ふく

寺
じ

所
しょ

蔵
ぞう

義
よし

経
つね

鎧
よろいひながた

雛形　

当時、興福寺に所蔵された源義経所用と伝え
られる甲冑（焼失）の雛形。幕府御用絵師の板
谷慶舟広当が所蔵した図から写しました。

張州雑志　巻 41　内藤東甫編　

尾張藩士内藤東甫が尾張徳川家九代宗睦の内命により編纂した尾張
地誌で、藩内の社寺の宝物、名所旧蹟、産物などを写し留めています。
図は熱田神宮に伝わった鎌倉時代の「金

こん

銅
どう

鶴
つる

丸
まる

文
もん

散
ちらしひょうご

兵庫鎖
ぐさり

太
た ち

刀拵
ごしらえ

」。
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要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が「
蔵く

ら

帳ち
ょ
う

」「
書
籍
目
録
」で

す
。
そ
れ
に
は
家
康
の
遺
産
と
し
て
藩
祖
義
直
に
譲
ら

れ
た
諸
道
具
と
書
籍
の
目
録「
駿
府
御
分
物
御
道
具
帳
」

「
駿
河
御
譲
本
目
録
」を
始
め
、藩
主
の
代
替
わ
り
に
作

成
さ
れ
た
道
具
目
録
や
書
籍
目
録
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
蔵
帳
に
は
、由
緒
や
伝
来
な
ど
が
明
確
に
し
る

さ
れ
て
い
ま
す
。
尾
張
徳
川
家
で
大
事
に
保
存
さ
れ
伝

え
ら
れ
て
き
た
か
を
知
る
事
が
出
来
ま
す
。

　

今
回
は
、家
康
所
持
品
や
歴
代
藩
主
や
そ
の
夫
人
た
ち

が
所
持
し
た
品
々
や
書
籍
類
を
、蔵
帳
に
し
る
さ
れ
た
記

事
と
と
も
に
展
示
し
ま
す
。

　

激
動
の
幕
末
政
治
史
に
お
い
て
、幕
府
に
よ
る
長
州
征

伐
は
転
換
点
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
前
尾
張
藩
主
徳

川
慶
勝
を
総
督
と
し
て
行
わ
れ
た
第
一
次
征
長（
一
八
六
四

年
）は
、長
州
藩
が
家
老
三
名
の
首
級
を
差
出
す
等
の
処
分

で
、戦
火
を
交
え
る
こ
と
な
く
終
結
し
ま
す
。
軍
事
力
が
温

存
さ
れ
た
長
州
藩
は
、高
杉
晋
作
ら
に
よ
っ
て
内
部
改
革
を

推
し
進
め
、第
二
次
征
長（
一
八
六
六
年
）で
は
、幕
府
は
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、そ
の

後
の
討
幕
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

慶
勝
の
第
一
次
長
州
征
伐
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な

幕
末
情
報
学　

―「
青
窓
紀
聞
」に
み
る
長
州
征
伐
―

展
示
室
２

遠
征
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
展
で
は
、尾
張
藩
陪

臣
水
野
正
信
の
記
録
か
ら
、そ
の
一
端
を
垣
間
見
て
い

き
ま
す
。
正
信
は
大
道
寺
家
の
用
人
で
す
。
同
家
は
藩

の
要
職
に
あ
っ
た
た
め
、藩
政
や
幕
政
に
関
す
る
重
要

な
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、正
信
は
個
人

的
な
交
友
関
係
か
ら
も
多
く
の
情
報
を
入
手
し
、そ
れ

ら
を
ひ
た
す
ら
に
筆
記
し
て「
青
窓
紀
聞
」と
し
て
残

し
ま
し
た
。「
青
窓
紀
聞
」を
通
じ
て
、八
月
十
八
日
の

政
変（
一
八
六
三
年
）前
後
の
緊
迫
し
た
政
情
や
慶
勝

に
率
い
ら
れ
た
幕
府
軍
遠
征
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

駿
すん

府
ぷ

御
お

分
わけ

物
もの

御
お

道
どう

具
ぐ

帳
ちょう

（徳川美術館蔵）

青
せい

窓
そう

紀
き

聞
ぶん

　第 138 冊

幕府軍の遠征は、広島に本陣を据え、長門・周防
両国に対して五方面から展開される予定でし
た（陸路安芸国より岩国へ・陸路石見国より萩
へ・海路四国方面より徳山へ・海路九州方面よ
り下関へ・海路九州方面より萩へ）。それぞれの
方面をうけもった大名と家紋が地図上に配さ
れています。

青窓紀聞　第 144 冊

遠征に従軍した正信は、道中で城下・港湾・名所をスケッチして
います。室津から広島までは船旅であったことから、船上からの
景色も描かれています。

御
ご

書
しょ

籍
せき

目
もく

録
ろく

曜
よう

変
へん

天
てん

目
もく

（徳川美術館蔵）

夫
ふ

木
ぼく

和
わ

歌
か

抄
しょう
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名古屋市蓬左文庫　    〒461-0023　名古屋市東区徳川町1001番地　TEL（052）935-2173　 FAX（052）935-2174

■公共交通機関をご利用の場合
●名古屋駅より
【 市 バ ス 】
【名鉄バス】
【　J　R　】 
【地下鉄】

【なごや観光ルートバス「メーグル」】
●栄より
【 市 バ ス 】

交 通 案 内

■休館日／月曜日（祝日のときは直後の平日）
 12月14日（月）～1月4日（月）特別整理、年末年始休館　但し12月26日（土）・27日（日）エントランス・閲覧室開室
■展示室／有料　一般：1200円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　12時45分～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。

ご 利 用 案 内

「蓬左」第７９号　☆平成２１年９月３０日発行　☆編集・発行：名古屋市蓬左文庫　☆無料　☆不定期刊行　☆印刷：菱源（株）
※古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

名古屋駅バスターミナル（テルミナ２F）グリーンホーム７番のりば基幹２号系統、「徳川園新出来」下車徒歩３分
名鉄バスセンター（メルサ３F）４番のりば基幹バス「引山」方面行「徳川園新出来」下車徒歩３分
JR中央本線、「大曽根」下車南出口より徒歩10分
東山線「藤が丘」方面行、「栄」で名城線「右回り」に乗り換え「大曽根」下車３番出口より徒
歩15分　桜通線「野並」方面行、「車道」下車①番出口より徒歩15分
 名古屋駅バスターミナル（テルミナ2F）発着で平日１時間に１本、土・日・休日は30分に1本運行

栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分

ホームページ　http://housa.city.nagoya.jp/〈蔵書検索もできます。〉

■お車をご利用の場合
蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分　120円）をご利用下さい。

表紙：原城陣図（はらじょうじんず）

原城陣図　江戸時代写　189.5×187㎝

　

合
戦
図
を
さ
ぐ
る

　

表
紙
の「
原
城
陣
図
」全
体
は
、島
原
の
乱
の

最
後
の
戦
い
の
様
子
を
描
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
揆
軍
が
原
城
に
籠
城
し
て
、乱
が
終
結
す
る
ま

で
の
時
間
経
過
を
無
視
し
て
、各
所
で
起
こ
っ

た
夜
討
ち
や
、元
旦
の
戦
闘
で
上
使
の
板
倉
重

昌
が
戦
死
し
た
場
所
も
記
録
し
て
い
ま
す
。
二

月
末
の
最
後
の
戦
い
で
城
内
に
幕
府
軍
が
突
入

し
た
各
通
路
や
、崖
を
登
る
な
ど
一
番
乗
り
し

た
先
陣
武
将
の
名
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

原
城
の
近
く
に
は
、各
藩
に
割
り
振
ら
れ
た

前
線
基
地
が
描
か
れ
、竹
矢
来
で
囲
み
、城
内
を

偵
察
す
る
た
め
の
井せ

い

楼ろ
う（

や
ぐ
ら
）が
建
て
ら

れ
、周
囲
に
は
鉄
砲
弾
避
け
の
た
め
に
竹
楯
を

立
て
掛
け
て
い
ま
す
。
細
川
家
が
築
い
た
山
の

近
く
に
城
内
へ
金か

な

掘ほ
り

場ば
（
ト
ン
ネ
ル
）を
掘
る

た
め
の
場
所
も
設
け
て
い
ま
す
。
原
城
内
の
本

丸
に
は
、増
田（
天
草
）四
郎
時
貞
の
陣
所
を
描

い
て
い
ま
す
。
一
揆
軍
は
村
毎
に
集
ま
っ
て
籠

城
し
て
い
た
ら
し
く
、城
内
各
所
に
村
名
が
見

え
ま
す
。
海
側
の
城
外
の
民
家
が
炎
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。
他
方
、幕
府
軍
に
参
加
し
た
大
名

達
の
陣
所
は
、竹
矢
来
で
囲
み
藩
旗
を
立
て
大

名
の
名
前
も
記
し
て
い
ま
す
。
海
に
は
オ
ラ
ン

ダ
の
旗
を
な
び
か
せ
た
艦
船
や
、奉
書
船
、細

川
・
黒
田
各
藩
の
番
船
が
城
を
囲
ん
で
い
ま
す
。

　

乱
の
図
は
何
種
類
か
製
作
さ
れ
て
い
ま
す

が
、そ
の
多
く
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
盛
ん

に
な
っ
た
軍
学
の
教
材
と
し
て
、数
多
く
模
写

さ
れ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
原
城
陣
図
」と「
肥ひ

前ぜ
ん

島し
ま

原ば
ら

合か
っ

戦せ
ん

図ず

」を
見

比
べ
て
く
だ
さ
い
。
前
者
か
ら
は
、乱
の
経
過

が
詳
し
く
読
み
と
れ
ま
す
。
乱
末
期
の
様
子
を

描
い
た
と
推
定
さ
れ
る
後
者
に
は
、動
員
さ
れ

た
大
名
、配
下
の
負
傷
者
、死
者
の
数
等
が
詳
し

く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

肥前島原合戦図　江戸時代写　82.8 × 104.2㎝




